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霞ヶ浦の流入河川「桜川」における魚類相とその長期的変遷 
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The fish fauna in the middle and lower reaches of Sakura River flowing into Lake Kasumigaura 

was investigated with casting nets, hand nets and scoop nets in May, July, and October 2020 and 

from April to October 2021, and compared with data from previous studies conducted in 1984–

1987, 1996–2002 and 2010–2015. A total of 36 fish species in 11 families, including 20 

introduced exotic and Japanese species and 16 native species, were collected in 2020–2021. The 

analyses of long-term changes in presence/absence of fish species from the 1980s to the 2020s 

demonstrated the disappearance of four threatened species (three native bitterling species and 

the crucian carp Carassius buergeri subsp. 2) by various artificial environmental changes and a 

gradual increase in introduced exotic and Japanese species spreading mainly from Lake 

Kasumigaura. 
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緒言 

湖沼に流入する河川は、河川内で全生活史

を過ごす魚種の定住の場であるだけでなく、

河川－湖沼間を回遊する魚種の産卵や成育

の場としても重要な役割を担っている（豊田

ら 2015; 石崎ら 2016）。例えば、琵琶湖の

流入河川では、アジメドジョウ Cobitis 

delicata やアカザ Liobagrus reinii、カジカ

Cottus pollux のように河川を定住の場として

利用する種のほかに、ニゴロブナ Carassius 

buergeri grandoculis、ホンモロコ Gnatho-

pogon caerulescens、ビワマス Oncorhynchus 

masou subsp.のような遡河回遊種、アユ

Plecoglossus altivelis altivelis やウツセミカジ

カ Cottus reinii のような両側回遊種が認めら

れている（尾田  2010; 酒井  2010; 亀甲ら 

2014; 石崎ら 2016; 馬渕ら 2019）。しかしな

がら、近年、日本各地の湖沼の流入河川では、
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堰堤の設置による河川－湖沼間の連続性の

分断、侵略的外来種による捕食圧の増大、河

川改修、水質汚濁などが絶滅危惧種や水産有

用種を含む在来魚の生息に影響を及ぼして

いる（若林ら  2002; 川岸ら  2008; 石崎ら 

2016; 平山ら 2018b）。このような状況下に

も関わらず、湖沼の流入河川では魚類相のモ

ニタリングがあまり実施されてこなかった

こともあり、魚類相の長期的変遷を検証した

事例は極めて少ない（松崎ら 2011）。流入河

川での魚類相の長期的変遷に関する科学的

知見は、今後、在来魚の生息地の保全方策や

外来種の防除方策を具体的に検討していく

上で有用な基礎情報となる可能性がある。 

茨城県南東部から千葉県北東部に位置す

る霞ヶ浦（西浦、北浦、外浪逆浦、北利根川、

鰐川、常陸利根川を合わせた水域の総称）は、

日本第 2 位の湖面積（220 km2）を有する海跡

湖で、ワカサギ Hypomesus nipponensis やシラ

ウオ Salangichthys microdon、テナガエビ

Macrobrachium nipponense などの全国有数の

漁獲量を産出するほか（茨城県 2020）、絶滅

危惧種のニホンウナギ Anguilla japonica、キ

ンブナ Carassius buergeri subsp. 2、タナゴ

Acheilognathus melanogaster、アカヒレタビラ

Acheilognathus tabira erythropterus、ゼニタナ

ゴ Acheilognathus typus、ミナミメダカ Oryzias 

latipes や準絶滅危惧種のヤリタナゴ Tanakia 

lanceolata 、クルメサヨリ Hyporhamphus 

intermedius、ジュズカケハゼ Gymnogobius 

castaneus などの生息地であり（諸澤・藤岡 

2007; 碓井ら  2014; 萩原ら  2017; 加納ら 

2017）、水産資源の持続的利用や生物多様性

の保全の観点から重要な水域となっている。

しかしながら、高度経済成長期以降、霞ヶ浦

では治水や利水のために大規模開発が進め

られ、1974 年には下流側の常陸川水門の完全

閉鎖により淡水化され汽水・海水魚の多くの

種が来遊しなくなった（大森ら 2018）。また、

1971 年から 1996 年にかけての霞ヶ浦総合開

発事業で湖の周囲と流入河川の河口部がコ

ンクリート護岸で築堤されたことにより、沿

岸の水辺植生の大半が劣化・消失し（宮脇ら 

2004）、それらを避難場や餌場として利用す

る一部の魚種の出現量が減少した可能性が

ある（碓井ら 2014）。1980 年代以降には、

富栄養化の進行および沖帯底層での貧酸素

水塊の発生のほか（茨城県内水面水産試験場 

1984）、ブルーギル Lepomis macrochirus、オ

オクチバス Micropterus salmoides およびチャ

ネルキャットフィッシュ Ictalurus punctatus

をはじめとする国外外来種の侵入（浜田 

2000; 野内ら 2008; 荒山・岩崎 2012）、外来

種の種数の増加や現存量での優占的な出現

も確認されている（Matsuzaki et al. 2011; 冨永

ら 2013; Matsuzaki and Kadoya 2015; 大森ら 

2018）。さらに、2010 年頃を境に主にイシガ

イ科二枚貝の激減によって在来タナゴ亜科

魚類の生息がほとんど確認できなくなった

（萩原ら 2017）。霞ヶ浦と直結している流入

河川の魚類相にも、これらの環境改変の影響

が直接的もしくは間接的に及んでいる可能

性があり、水産資源の持続的利用や生物多様

性保全の観点から、その実態を把握しておく

必要がある。 

本研究では霞ヶ浦に流入する最大の河川で

ある桜川において採集調査を実施し、直近の

2020 年代の魚類相を把握したうえで、1980 年

代から 2010 年代にかけて実施された魚類相

調査のデータと比較することで、当該河川の

魚類相の長期的変遷を明らかにすることを目

的とした。 

 

材料および方法 

調査地の概要 

桜川は茨城県桜川市鍬柄山を水源とし、県

南西部の平野部（桜川市、筑西市、つくば市、

土浦市）を通って霞ヶ浦（西浦）の土浦入りに

流入する一級河川（Fig. 1）で、流路延長は 63.4 

km、流域面積は 350.3 km2と、霞ヶ浦に流入す 



 

Fig. 1. Map showing study sites (●) in Sakura River, Ibaraki 

Prefecture, eastern Japan. Bars indicate weirs. 
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る 56 河川のなかで最大規模である。桜川には

流域の雨水や湧水が流れ込むだけでなく、霞

ヶ浦（かすみがうら市牛渡）からポンプアッ

プされた水が筑波山の地下を貫いて流れる霞

ヶ浦用水を通じて桜川市にあるつくし湖（南

椎尾調整池）へと送られた後、桜川市真壁町

付近に注いでいる。桜川では、1986 年の台風

10 号により発生した大規模水害の後、河道掘

削や堰堤の改築が計画的に進められてきた。

現在、桜川の桜川市青木からつくば市田土部

にかけて設置されている堰堤は 8 か所である。

これらの堰堤のうち、2 か所（青木堰と田土部

堰）がコンクリート製可動堰、6 か所が改築さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れたゴム引布製起状堰［袋状の合成ゴム引布

の扉体を空気や水で膨張・収縮させることで、

扉体を起伏する堰（農林水産省農村振興局整

備部設計課 2013）］である。桜川の最下流の

堰堤（田土部堰）より上流側は平瀬と淵が認

められる典型的な中流域であるが、下流側は

平瀬が認められず緩やかな流れからなる下流

域である。本研究の 2020–2021 年の魚類相調

査では、桜川の中・下流域の魚類相を網羅的

に把握するため、遡上してきた魚類が滞留し

やすい各堰堤の下流側も含めて、桜川の中流

域に St. 1–6、下流域に St. 7–9 の計 9 地点の調

査地点を設定した（Fig. 1）。 
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2020–2021 年の魚類相調査 

2020 年 5 月、7 月、10 月および 2021 年の

4–10 月に各月 1 回、各地点の流程 400 m 区間

において、投網（直径 3.9 m、網丈長 2.8 m、

目合 6 mm×6 mm）を 20 回ずつ打ち魚類を採

集した。さらに、2020 年にはタモ網（開口部

の幅 35 cm×高さ 32 cm、奥行き 45 cm、目合

1 mm）を、2021 年にはサデ網（開口部の幅 100 

cm×高さ 70 cm、奥行き 80 cm、目合 1 mm）

を用い、各月各地点で 2 名が約 60 分間の採

集を行った。魚類調査のために立ち入った範

囲の最大水深は St. 1–6 では約 1 m、St. 7–9 で

は約 1.5 m であり、河床で優占する底質は St. 

1–6 では礫や砂礫、St. 7 では砂、St. 8–9 では

砂泥であった。河岸環境については、St. 1–7

では両岸がコンクリートブロックで護岸され

ており、また、St. 8–9 では堆積した底質が水

流で削られてむき出しの斜面となっていたが、

いずれにおいても岸際や中州の一部にヨシ

Phragmites australis などのイネ科の抽水植物

がみられた。 

採集した魚類は現場で種を同定し、種ご

とに個体数を計数し、最大・最小個体の標準

体長（以下、体長）を計測した後（2020 年に

は全種を、2021 年には一部の種のみを計数・

計測）、採集地点に放流した。現場での同定

が困難な種や仔稚魚については、10%ホルマ

リン溶液で固定して持ち帰り、研究室で種を

同定した。種の同定は主に中坊編（2013）と

沖山編（2014）に、また魚種リストの科およ

び種の配列、標準和名、学名は中坊編（2013）

に従った。ただし、オイカワ Zacco platypus、

カワムツ Nipponocypris temminckii およびヌ

マムツ Nipponocypris sieboldii の学名は Chen 

et al.（2008）に、マルタ Pseudaspius brandtii 

maruta の学名は Sakai and Amano（2014）に、

ウグイ Pseudaspius hakonensis の学名は Sakai 

et al.（2020）に従った。また、従来、トウヨ

シノボリ Rhinogobius sp. OR とされていた種

（明仁ら 2000）については、分類学的研究

が過渡期にあり複数種が含まれている可能

性があるため、本研究ではトウヨシノボリ類

Rhinogobius sp. OR unidentified として扱った。

さらに、スナゴカマツカ Pseudogobio poly-

stictus については、同属のカマツカ P. 

esocinus と交雑している可能性もあるが、本

研究では便宜的に Tominaga and Kawase

（2019）に示された形態的特徴のみに基づい

て同定した。 

 

過去の魚類相データとの比較 

上記で把握された2020–2021年の桜川の魚

類相を、過去に桜川の中・下流域で実施され

た魚類相調査のデータ［1984年4月から1987年

11月にかけて本研究と同じ調査範囲内に設定

された4地点において投網やタモ網、釣りで実

施された調査（岩見・宮崎 1988）、1996–2002

年の4–11月に本研究の調査地点（9地点）を含

む計11地点において茨城県内水面水産試験場

によって投網（主に直径5.1 m、網丈長3.7 m、

目合5 mm×5 mmと直径5.2 m、網丈長3.8 m、

目合7.6 mm×7.6 mmを使用）を各地点につき

10回程度ずつ打ち魚類を採集した調査（根本

ら 2011）、2010–2015年（根本ら 未発表：1996–

2002年の調査と同じ方法で同県水産試験場内

水面支場によって継続されていた調査のデー

タ）］と比較した。なお、カワムツA型とB型に

ついてはHosoya et al.（2003）によってそれぞ

れヌマムツとカワムツとして記載されたが、

この報告の公表以前から両型を区別して野帳

に記録していたため（茨城県水産試験場内水

面支場 未発表）、本研究ではそれらの記録に

基づいて過去の両種のデータを整理した。こ

れら4つの年代間で魚類の種組成がどの程度

異なるかを明らかにするため、各年代の各魚

種の在・不在データに基づいて年代間でユー

クリッド距離を求め、ウォード法によるクラ

スター分析を行った。この解析には、R ver. 

4.0.2（R Development Core Team 2020）を用い

た。次に、年代間で総種数、在来種数、レッ
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ドリスト種数［環境省のレッドリスト（環境

省 2020）に絶滅危惧種や準絶滅危惧種として

掲載されている種の種数］、国内外来種数およ

び国外外来種数［細谷編（2019）に従って判

断］を比較した。なお、2020–2021年の魚類相

調査では投網のほかタモ網とサデ網を、1996–

2002年と2010–2015年の調査では投網のみを

用いており、そのような使用漁具の差異が出

現魚種に影響を及ぼす可能性も想定された。

そのため、魚類相の長期的変遷の解析におい

ては、2020–2021年時にタモ網やサデ網でしか

採集されなかった魚種のデータ（ミナミメダ

カとドジョウ属2種）を含めないこととした。 

 

結果および考察 

直近の桜川の魚類相 

2020–2021 年の調査期間中に桜川で採集さ

れた魚類は、合計 11 科 36 種であった（Table 

1）。科別の種数はコイ科が 20 種と最も多く、

次いでハゼ科の 4 種、サンフィッシュ科の 3

種で、残りの 8 科では 1–2 種であった。2020

年と 2021 年の採集結果に基づいて各種の流

程分布をみてみると、中流域（St. 1–6）と下流

域（St. 7–9）の両方で採集された種はコイ（飼

育型）Cyprinus carpio、オイカワ、モツゴ

Pseudorasbora parva、タモロコ Gnathopogon 

elongatus elongatus、スゴモロコ Squalidus 

chankaensis biwae、チャネルキャットフィッシ

ュ、オオクチバス、トウヨシノボリ類、ヌマチ

チブ Tridentiger brevispinis など 22 種と多く、

これらのうちオイカワ、タモロコ、スゴモロ

コ、チャネルキャットフィッシュ、オオクチ

バス、トウヨシノボリ類の 6 種は全 9 地点と

広範囲で確認された。中流域のみで採集され

たのはヌマムツ、カラドジョウ Misgurnus 

dabryanus、ナマズ Silurus asotus の 3 種、下流

域のみで採集された種はオオタナゴ

Acheilognathus macropterus、ハス Opsariichthys 

uncirostris uncirostris、ダントウボウ Megalo-

brama amblycephala、ワカサギ、アユ、ボラ

Mugil cephalus cephalus など 11 種であった。

これらのうち桜川が自然分布域とみなされる

在来種は 16 種であり、そのなかで環境省のレ

ッドリストに絶滅危惧種として掲載されてい

る種はミナミメダカ 1 種のみであった（Table 

1）。一方で、国内外来種はゲンゴロウブナ

Carassius cuvieri、ワタカ Ischikauia steenackeri、

ハス、カワムツ、ヌマムツ、タモロコ、ゼゼ

ラ Biwia zezera、ツチフキ Abbottina rivularis、

スゴモロコ、ナマズの計 10 種、国外外来種は

特定外来生物による生態系等に係る被害の防

止に関する法律（以下、外来生物法）で特定外

来生物に指定されているオオタナゴ、チャネ

ルキャットフィッシュ、ブルーギル、オオク

チバス、コクチバス Micropterus dolomieu 

dolomieu のほか、コイ（飼育型）、タイリクバ

ラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus、ハクレン

Hypophthalmichthys molitrix、ダントウボウ、カ

ラドジョウの計 10 種であった（Table 1）。こ

のように、国内・国外外来種が全種数の 5 割

以上を占めていた。 

なお、2020 年の調査で採集された魚類計

2563 個体のなかで、最も多かったのはオイカ

ワの 813 個体（全採集個体数の 31.7％）であ

り、次いで、スゴモロコ（702 個体、27.4％）、

トウヨシノボリ類（470 個体、18.3％）、ゲン

ゴロウブナ（102 個体、4.0％）、ヌマチチブ（50

個体、2.0％）、スナゴカマツカ（46個体、1.8％）、

タモロコ（42 個体、1.6％）、オオクチバス（41

個体、1.6％）であったが（Table 1）、一般に投

網やタモ網による調査では水深や流速、底質、

岸際の構造の違いによって採集効率が変化し

定量性が低いことから、本研究ではこれらの

個体数データをあくまで参考として記載する

にとどめた。 

 

桜川の魚類相の長期的変遷 

上記で得られた2020–2021年の桜川中1・下

流域の魚類相データと、1984年以降の3期間に

おける桜川の同じ調査範囲での魚類相データ 



 

T
ab

le
 1

. 
F

is
h

 s
p

ec
ie

s 
co

ll
ec

te
d

 b
y

 c
as

ti
n

g
 n

et
s,

 h
an

d
 n

et
s 

an
d
 s

co
o

p
 n

et
s 

at
 e

ac
h

 s
tu

d
y

 s
it

e 
in

 S
ak

u
ra

 R
iv

er
 d

u
ri

n
g

 t
h

is
 s

tu
d

y
. 

Aquatic Animals 2022 | August 23 | Watanabe et al. AA2022-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 T
ab

le
 1

. 
co

n
ti

n
u

ed
. 

Aquatic Animals 2022 | August 23 | Watanabe et al. AA2022-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Fig. 2. Dendrogram of cluster analysis showing 

similarities of species composition based on 

presence or absence of each fish species in 

Sakura River in each period. See Table 2 for fish 

species collected in each period. 

Fig. 3. Long-term changes in numbers of fish 

species in each category in Sakura River from 

1984–1987 to 2020–2021. (a) total species, (b) 

native species, (c) threatened or near threatened 

species on Japanese red-list, (d) introduced exotic 

and Japanese species. See Table 2 for fish species 

in each category. 
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［1984–1987年（岩見・宮崎 1988）、1996–2002

年（根本ら 2011）、2010–2015年（根本ら 未発

表）］を合わせたところ、桜川中・下流域で確

認された魚類は計11科44種となった（Table 2）。

これらの調査年代間で魚類の種組成を比較す

るため、各魚種の在・不在データに基づいて

類似度を求めクラスター分析を行ったところ、

1984–1987年と1996年以降の3年代で分かれ、

これらの年代間で種組成が異なる傾向が認め

られた（Fig. 2）。次に、年代間で魚類の総種数

を比較したところ、1984–1987年は26種であっ

たが、1996年以降は28–33種（平均30種）と増

加する傾向がみられた（Fig. 3a）。そこで、ど

のような種に増加・減少の傾向があるのかを

把握するため、在来種数、レッドリスト種数、

国内・国外外来種数を年代間で比較した。そ

の結果、在来種数は1984–1987年に14種、1996

年以降に13–14種（平均13.7種）とあまり変化

しなかったものの（Fig. 3b）、レッドリスト種

数は1984–1987年の4種から1996年以降の0–1

種（平均0.3種）に減少する傾向がみられた（Fig. 

3c）。一方で、国内・国外外来種数は1984–1987

年の12種から1996年以降の15–19種（平均16.3

種）へと増加する傾向がみられた（Fig. 3d）。

個別にみると、国内外来種数は1984–1987年の

7種から1996年以降の8–10種（平均9種）とわ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずかに増加しており、また、国外外来種数は

1984–1987年に5種、1996–2002年に6種、2010–

2015年に7種、2020–2021年に9種と、2倍近くに

まで増加する傾向がみられた。 

これまでに桜川において確認記録のある環

境省レッドリスト掲載種4種（在来タナゴ類の

ヤリタナゴ、タナゴ、アカヒレタビラ、キンブ

ナ）のうち、在来タナゴ類3種は1990年代以降、

キンブナは2010年代以降に確認されなくなっ 



 

Table 2. Fish species collected by casting nets in the middle and lower reaches of Sakura River in each 

period. 

*Introduced exotic species. **Introduced Japanese species. †Threatened or near threatened species on 

the red list of the Ministry of the Environment, Japan. 

a, Iwami and Miyazaki (1988); b, Nemoto et al. (2011); c, unpublished fish survey data collected in the 

same methods as Nemoto et al. (2011) by Ibaraki Prefectural Freshwater Fisheries Experimental Station; 

d, fish survey data collected with casting nets during this study. 
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た（Table 2）。在来タナゴ類3種は1980年代ま

では桜川下流域や霞ヶ浦沿岸に広く生息して

いたが（岩見・宮崎 1988）、2010年頃を境に霞

ヶ浦で生息数や生息地点が急減し、その主な

原因として産卵母貝の減少が挙げられている

（萩原ら 2017）。桜川でのイシガイ科二枚貝

の生息数の経年変化に関する知見はほとんど

ないが、2018年時点ではわずか1個体が確認さ

れたのみであり（鈴木 2018）、本調査期間中

に調査地を踏査しながら徒手採集しても確認

できなかった。したがって、桜川においても

在来タナゴ類の消失原因の一つとして、産卵

母貝aのa減少がa関わっているa可能性がある。

キンブナは、近年県内各地で生息地点数と個

体数が減少傾向にあり、その原因として産卵

場や成育場である水生植物帯の減少が関わっ

ている可能性がある（増子 2016）。霞ヶ浦湖

岸の植物帯面積は1997年から2010年にかけて

大きく減少している（西廣 2012）。また、荒

山・冨永（2009）は、湖周辺の抽水植物帯があ

る水路にキンブナが生息していることを報告

している。近年の桜川では岸際に抽水植物帯

がみられる場所は極めて少ない。以上のこと

から、桜川のキンブナの消失にも、河川内も

しくは霞ヶ浦本湖の植物帯の減少が影響を及

ぼした可能性がある。 

国内外来種14種のうち、イワナSalvelinus 

leucomaenis と ヤ マ メ Oncorhynchus masou 

masou は 1990 年代以降に、ビワヒガイ

Sarcocheilichthys variegatus microoculusとカネ

ヒラAcheilognathus rhombeusは2010年代以降

に確認されなくなった一方で、スゴモロコは

1990年代以降に、ツチフキは2010年代以降に、

ゼゼラは2020年代以降に確認されるようにな

った（Table 2）。イワナとヤマメについては、

1980年代当時に中流域で私的放流があったこ

とが確認されており（桜川漁業協同組合から

の聞き取り情報）、環境に適応できずに消失し

たと考えられる。ビワヒガイについては、1918

年に霞ヶ浦にはじめて移植放流され、1935年

前後に年間漁獲量60トンのピークに達したが、

1980年後半には1–2トンに激減した（加瀬林ら 

1994）。カネヒラについては、導入経緯は不明

だが、1973–1978年頃に霞ヶ浦で確認されるよ

うになり（野内ら 2008）、1984–1987年に桜川

とその周辺で行われた魚類調査では河口付近

や霞ヶ浦沿岸に広く生息していた（岩見・宮

崎 1988）。両種ともにイシガイ科二枚貝に産

卵する習性があるため、前述した在来タナゴ

類と同様の原因で生息しなくなったと考えら

れる。スゴモロコは琵琶湖の固有亜種である

が（中村 1969）、利根川本流と江戸川では1979

年に確認され、琵琶湖産アユの種苗に混入し

て各地へ導入されたと考えられている（中村・

相澤 1979）。霞ヶ浦では1990年に初確認され

（野内ら 2008）、これ以降、桜川でも個体数

が増加し分布域が拡大した（根本ら 2011）。本

種については、本研究の2020年の採集調査で

は桜川に設定したすべての地点で計702個体

（体長20–93 mm）が採集され、最も個体数が

多かったオイカワ（813個体）に次ぐ優占種で

あった。ツチフキも利根川等で琵琶湖産アユ

の種苗に混入して導入されたと考えられてお

り、霞ヶ浦では1960年に初めて確認された（野

内ら 2008）。桜川では2013年に初確認（1個体

のみ）され（根本ら 未発表）、2020–2021年の

採集調査では 7地点で生息が確認された

（Table 1）。本種は流れの緩やかな河川の砂泥

底から泥底に生息し（中村 1969）、桜川では

そのような環境が比較的多く個体数が増加す

る可能性があることから、今後とも動向を注

視していく必要がある。以上のように、国内

外来種については、近年、新たな種が確認さ

れているものの、出現しなくなった種もある

ため、種数の増減は顕著ではなかった。 

国外外来種11種のうち、1980年代に確認さ

れている種はコイ（飼育型）、ソウギョ

Ctenopharyngodon idella、タイリクバラタナゴ、

ブルーギル、オオクチバスの5種のみであった。

その後、1990年代にコクチバス、2000年代に
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オオタナゴ、2010年代にチャネルキャットフ

ィッシュ、そして、2020年代にハクレンとダ

ントウボウが新たに確認された（Table 2）。コ

クチバスは北アメリカ原産で、1999年に桜川

で県内初となる1個体（全長13 cm）が採集さ

れた後（茨城県内水面水産試験場 1999）、し

ばらく桜川を含む霞ヶ浦流域から確認される

ことはなかったが、本調査で2020年に1個体

（体長67 mm）と2021年に1個体（体長58 mm）

が採集され、生息が再確認された。本種は魚

食性が強く（淀・井口 2003, 2004）、侵入し定

着した場合には、捕食や競争による在来生物

群集への悪影響が懸念されている（環境省自

然環境局野生生物課編 2004）。外来生物法に

基づいて本種が特定外来生物に指定された

2005年以降にも、茨城県内では違法放流が原

因と考えられる水系を越えた分布拡大が続い

ており（稲葉 2006; 荒山ら 2008; 外山 2020; 

木村ら 2021）、今後も動向を注視し早急に対

策を講じていく必要がある。オオタナゴは中

国大陸原産で、2002年に霞ヶ浦で初確認され

た後、霞ヶ浦南部の真珠養殖場付近を中心に

再生産している（萩原ら 2017）。桜川は真珠

養殖場から離れた位置にあるが、本種はタナ

ゴ類の中では大型で移動能力が高いことが知

られており（Morosawa 2017）、湖内を経て桜

川にも分散してきたと考えられる。チャネル

キャットフィッシュは北アメリカ原産で、

1970年代に霞ヶ浦で初確認された後、2000年

頃から湖内で急増したことが知られている

（半澤・野内 2006）。2020–2021年の調査では

本種は最上流の調査地点（St. 1）を含む全地点

で採集された。本種については霞ヶ浦（北浦）

から流入河川へと遡上する事例が報告されて

おり（平山ら 2018a）、桜川においても湖内か

ら一部が遡上したと考えられる。これとは別

に、特定外来生物カワヒバリガイLimnoperna 

fortuneiが筑波山の地下を貫いて流れる霞ヶ浦

用水を介して分布を拡大したように（伊藤 

2011）、チャネルキャットフィッシュも当該用

水を介して桜川中流域へと侵入した可能性も

ある。チャネルキャットフィッシュの最小成

熟体長は約33 cmであり（遠藤ら 2017）、本調

査での採集個体（体長38–502 mm）は稚魚から

成魚と推定されることから、すでに河川内で

繁殖している可能性もある。本種は霞ヶ浦や

その流入河川で地域の重要な水産資源である

ハゼ科魚類やワカサギ、シラウオ、フナ類、テ

ナガエビなどを捕食することが知られており

（半澤  2004; 遠藤ら  2015; 平山ら  2018b; 

亀井ら 2021）、ワカサギやアユなどの産卵場

となっている桜川（加瀬林・中野 1961; 金光 

2011）においても本種の捕食影響が懸念され、

水産資源の維持のために漁業組合主催で本種

の駆除釣り大会が行われている。ハクレンは

中国大陸原産で、1948年に霞ヶ浦で初確認さ

れた（野内ら 2008）。これまで本種は国内で

は流程が長く広大な下流域を有する利根川の

みで繁殖が確認されていた（加瀬林ら 1966）。

しかしながら、2017年に霞ヶ浦（西浦）でのト

ロール漁で稚魚が大量に混獲され、湖内もし

くは流入河川での産卵の可能性が高まり、

2020年6月に桜川ではじめて産卵が確認され

た（茨城県水産試験場内水面支場内水面資源

部 2020）。このため2015年までの過去の調査

では確認されていなかったが、2020年5月の本

調査ではハクレンの大型個体（体長約0.5–1 m）

がSt. 5–8で多数目撃されたほか、体長57 cmの

個体が投網で採捕された。本種は飼育下では

体長42–55 cmで成熟することも報告されてお

り（Kamilov and Komrakova 1999）、いずれも

繁殖のために桜川を遡上していた個体の可能

性がある。ダントウボウは中国大陸原産で

2002年に霞ヶ浦で初確認された後（野内ら 

2008）、しばらく確認記録はなかったが、2016

年以降、霞ヶ浦で確認事例が相次いでおり、

再生産している可能性も示唆されている（萩

原 2017）。茨城県には1986年に研究用に持ち

込まれたが（安藤ら 1988）、霞ヶ浦への正式

な放流記録がなく（外岡 2004）、導入経路は
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不明である。本種については、本調査期間中

に最下流の堰堤より下流側（St. 8）で確認され

たのみだが（Table 1）、国内では霞ヶ浦水系で

しか確認されておらず、桜川でどのように分

布を拡大していくのかについて、今後とも動

向を注視すべきである。以上のように、国外

外来種は、国内外来種のような魚種交替は認

められず、年を経るにしたがって新たな種が

侵入・定着している実態が示された。 

近年、国内では琵琶湖内湖（藤田ら 2008）、

霞ヶ浦（冨永ら 2013; 大森ら 2018）、涸沼（金

子ら 2011）などの大規模湖沼で魚類相の長期

的変遷が調べられ、絶滅危惧種の消失や外来

種の侵入・定着などによって魚類相が不可逆

的に変化している実態が明らかにされている。

本研究によって、霞ヶ浦の流入河川である桜

川においても、同様の傾向が認められた。湖

沼とつながりがある流入河川は、様々な魚類

の産卵場や成育場などとして機能する重要な

場所だが（豊田ら 2015; 石崎ら 2016）、その

ような場所に多くの外来種が侵入・定着して

いる実態は極めて深刻である。本研究で用い

た投網にタモ網やサデ網を組み合わせる手法

は簡便で相補的なモニタリング方法であり

（Table 1）、今後とも、流入河川においてその

ような適切な方法で魚類相を長期的にモニタ

リングしていくことは不可欠であると考えら

れる。また、在来種のみならず、外来種につい

ても種ごとに生息状況や生態・生活史特性の

詳細を調査し、流入河川での効果的な在来種

の生息地保全や外来種の防除等を検討してい

くことが望まれる。 
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